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はじめに

　ゴミムシ類は地表を主な生活場所としており，歩
行生活に適応したために，後翅が退化し飛翔力を失
った種も多い。そのために移動が制限され，生息地
環境ごとに出現種が異なっている。（石谷，1996；
平松，2003；平松，2004；+LUDPDWVX，2007；平松，
2008；香川ら，2008；)XMLWD�HW�DO���2008）。
　周囲の生息地から隔離された場所では，小型種や
飛翔力のない種など移動力の乏しい種の外部からの
侵入は困難になる。さらにその面積が小さいほど，
餌資源は少なくなり，そこで定着できる種は少なく

なると考えられる。
　そこで，小規模生息地におけるゴミムシ類の生息
状況を把握するために，白山自然保護センター周辺
において，2013年の夏から秋にかけてピットフォー
ルトラップ法を用いて地表性ゴミムシの調査を行っ
たので，その結果を報告する。

調査地域および調査地点

　調査は，石川県白山市木滑にある石川県白山自然
保護センターの敷地内及びその周辺の 7地点で行っ
た（図 1）。調査地点は，舗装道路で周囲を隔てら
れ，段差のある場所にある隔離区（6W� 1 ～ 3 ），ス
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ギ林に隣接する森林隣接区（6W� 4 ～ 6 ）およびこ
れらと比較するために，本センターに隣接するスギ
林内に森林区（6W� 7 ）を設定して行った。以下に
各調査地点の概略を記す。
St. 1（隔離区）

　本庁舎西側の駐車場にある面積約160㎡の小さな
芝地である。周囲は舗装道路で，高さ15FP以上の
ブロックで囲まれた段差の上にある。ここは芝をは
じめとした草本が全面に繁茂しており， 2か月に 1
回程度草刈りが行われている。
St. 2（隔離区）

　本庁舎北側に隣接する面積約480㎡のブナ植栽地
である。高さ 5 ～ 10Pのブナが十数本植栽されて
いる。地表にはほとんど草本はなく，一面に蘚苔類
が生えている。周囲は舗装道路で，高さ15FP以上
のブロックで囲まれた段差の上にある。道路を隔て
て約10P離れた場所にスギ植林地がある。
St. 3（隔離区）

　6W� 1 の南側の舗装道路を隔てた場所に位置する
面積約390㎡の木本植栽地である。クリ，コナラな
ど高さ 5 ～ 10Pの落葉広葉樹が十数本植栽してあ
る。周囲は舗装道路で，高さ15FP以上のブロック
で囲まれた段差の上にある。地表に草本はほとんど
なく，蘚苔類は6W� 2 ほど多くはない。
St. 4（森林隣接区）

　自然保護センター本庁舎北側に位置する面積約
2�200㎡の草地である。三方が道路で周囲と隔てら
れているが，南側は管理していない草地があり，そ
の奥にスギ林が続いている。この地点では 2か月に
一度くらいの割合で草刈りが行われている。区内に
は高さ 5 P程度のサクラが十数本植栽してある。
St. 5（森林隣接区）

　本庁舎東側にある面積約1�250㎡の木本植栽地で
ある。ブナ，コナラなどの木本が十数本ある。周囲
西側の本庁舎とは高さ 5 P以上の段差で隔てられ，
北，西側には道路を隔ててスギ林があり，南側は直
接スギ林に接している。植栽地内には舗装していな
い遊歩道が通っている。下層には草本が多く 2か月
に 1回程度草刈りが行われている。
St. 6（森林隣接区）

　6W� 1 の南側が舗装道路によって隔てられた面積
約680㎡の草地である。北側以外はスギ林に隣接し
ている。高木はなく，草地は 2か月に 1回程度草刈
りが行われている。

St. 7（森林区）

　6W� 6 の南側に隣接するスギ林。高さ15P以上のス
ギが生育し，樹冠は閉ざされている。地表には草本
や低木は少ないが，スギの落葉落枝が多い。

調査方法

　調査はそれぞれの地点にピットフォールトラップ
を10個ずつ設置して行った。トラップには，口径
6�5FP，高さ 9 FPのプラスティック製の容器を用い，
開口部を地面と同じ高さになるように埋設した。ト
ラップの間隔は 2 P以上あけて設置した。
　トラップは2013年 6 月17日， 7月 1日， 7月15
日， 7月29日， 8月12日， 8月26日， 9月 9日， 9
月23日，10月 7 日，10月21日に設置し，設置日から
1週間後までに数回採集されたゴミムシ類の回収を
行った。
　これらの採集結果から，6KDQQRQ�:LHQHU関数を用
いて，地点ごとの多様度+
を以下のように算出した
（小林，1995）。

　　+
� �ΣSL・ORJ2�SL

　採集したゴミムシ類について，種ごとに平均体長
を測定し，10PP未満を小型種，10PP以上20PP未
満を中型種，20PP以上を大型種として類別した。
また，後翅の有無についても確認し，長翅型と短
翅・無翅型に類別した。

調査結果

　本調査では，全体で 2科 9亜科35種737個体のゴ
ミムシ類が記録された（表 1）．これらを亜科別に
見るとナガゴミムシ亜科3WHURVWLFKLQDHが11種と最
も多く，ゴモクムシ亜科+DUSDOLQDHが 9種とこれ
に続く。他の亜科はすべて 5種以下であった．属
レ ベ ル で は+DUSDOXVが 6種，3WHURVWLFKXVが 5種，
&KODHQLXVが 4種と多かった．
　種数は6W� 6 が22種 と最も多く，6W� 5 が18種，
6W� 7 が16種，6W� 4 が15種とこれに続く（表 1，表
2）。最も少なかったのは6W� 1 で， 4種にすぎなか
った。採集個体数は，6W� 6 が295個体，6W� 4 が183
個体，6W� 5 が142個体と，種数と似た傾向を示して
いた（表 1，表 2）。また，種数と同様6W� 1 が 8 個
体と最も少なかった。
　それぞれの地点の優占種第 1位は，6W� 5 と6W� 7
を除き，アカガネアオゴミムシ&KODHQLXV�DEVWHUVXV
だった。6W� 5 では優占種第 1位はスジアオゴミム
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　表１　調査地点ごとの採集個体数

学名 和名 体サイズ 翅型
隔離区 森林隣接区 森林区

合計
6W��1 6W��2 6W��3 6W��4 6W��5 6W��6 6W��7

&DUDEXV�GHKDDQLL オオオサムシ / % 0 2 2 1 3 6 7 21

&DUDEXV�PDL\DVDQXV マヤサンオサムシ / % 0 0 0 0 2 3 10 15

/HSWRFDUDEXV�SURFHUXOXV クロナガオサムシ / % 0 0 0 0 1 0 0 1

'DPDVWHU�EODSWRLGHV マイマイカブリ / % 0 0 0 0 0 0 1 1

7ULJRQRJQDWKD�FXSUHVFHQV アカガネオオゴミムシ 0 % 1 0 0 3 0 0 0 4

/HVWLFXV�PDJQXV オオゴミムシ / 0 0 0 1 14 2 19 0 36

3WHURVWLFKXV�GXOFLV ヒロムネナガゴミムシ 6 0 0 0 0 0 0 6 1 7

3WHURVWLFKXV�\RULWRPXV ヨリトモナガゴミムシ 0 % 0 0 0 0 0 0 1 1

3WHURVWLFKXV�PLFURFHSKDOXV コガシラナガゴミムシ 6 % 0 0 0 8 0 6 0 14

3WHURVWLFKXV�SRO\JHQXV ニッコウヒメナガゴミムシ 6 % 0 0 0 0 0 0 1 1

3WHURVWLFKXV�DEDFLIRUPLV ムナビロナガゴミムシ 0 % 0 0 0 0 1 3 11 15

&ROSRGHV�OLPRGURPRLGHV サドモリヒラタゴミムシ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

'ROLFKXV�KDOHQVLV セアカヒラタゴミムシ 0 0 1 0 0 9 0 12 0 22

6\QXFKXV�QLWLGXV オオクロツヤヒラタゴミムシ 0 0 0 0 0 0 6 0 2 8

6\QXFKXV�DUFXDWLFROOLV マルガタツヤヒラタゴミムシ 6 0 0 1 0 0 0 0 0 1

$PDUD�FRQJUXD ニセマルガタゴミムシ 6 0 0 0 0 1 0 2 0 3

$QLVRGDFW\OXV�VLJQDWXV ゴミムシ 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3

$QLVRGDFW\OXV�SXQFWDWLSHQQLV オオホシボシゴミムシ 0 0 0 0 0 3 0 1 0 4

+DUSDOXV�YLFDULXV ケゴモクムシ 0 0 0 0 0 2 4 30 2 38

+DUSDOXV�MXUHFHNL ヒメケゴモクムシ 0 0 0 0 0 3 0 9 0 12

+DUSDOXV�HRXV オオズケゴモクムシ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

+DUSDOXV�WULGHQV コゴモクムシ 0 0 0 0 1 31 1 3 1 37

+DUSDOXV�VLQLFXV ウスアカクロゴモクムシ 0 0 0 0 0 0 0 7 0 7

+DUSDOXV�EXQJLL マルガタゴモクムシ 6 0 0 0 0 0 1 0 0 1

2[\FHQWUXV�DUJXWRURLGHV クビナガゴモクムシ 6 % 0 0 0 0 1 1 3 5

'LSORFKHLOD�]HHODQGLFD オオスナハラゴミムシ / 0 0 1 0 0 1 0 0 2

3DQDJDHXV�MDSRQLFXV ヨツボシゴミムシ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

+DSORFKODHQLXV�FRVWLJHU スジアオゴミムシ / 0 0 7 1 5 43 21 16 93

&KODHQLXV�DEVWHUVXV アカガネアオゴミムシ 0 0 4 11 14 85 22 95 0 231

&KODHQLXV�YLUJXOLIHU アトワアオゴミムシ 0 0 2 2 1 10 1 11 2 29

&KODHQLXV�QDHYLJHU アトボシアオゴミムシ 0 0 0 2 0 0 9 5 1 17

&KODHQLXV�SRVWLFDOLV キボシアオゴミムシ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

*DOHULWD�RULHQWDOLV クビボソゴミムシ / 0 0 0 0 0 2 0 0 2

3ODQHWHV�SXQFWLFHSV フタホシスジバネゴミムシ 0 0 0 0 1 5 17 34 0 57

%UDFKLQXV�VFRWRGHPHV オオホソクビゴミムシ 0 0 0 0 0 0 25 19 1 45

合計 8 26 22 183 142 295 61 737

体サイズ　　6（小型）；Q＜10PP，0（中型）；10PP＜Q＜20PP，/（大型）；20PP＜Q
翅型　　0；長翅型，%；短翅型または無翅型
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シ+DSORFKODHQLXV�FRVWLJHUだったが，第 2位はアカガ
ネアオゴミムシだった。一方，森林区の6W� 7 の優
占種第 1位はスジアオゴミムシ，第 2位はムナビロ
ナガゴミムシ3WHURVWLFKXV�DEDFLIRUPLVだった。

考　　察

　調査地点の概要と本調査における種数，個体数，
多様度+’および優占種を表 2に示す。それぞれの
区ごとに，種数，個体数，多様度，優占種は類似し
ていた。
　隔離区では種数，個体数が少なく，多様度+’が
小さかった（表 2）。中でも6W� 1 は全調査期間を通
しても 8個体しか採集されなかった。隔離区は面積
が小さく餌資源や生活空間が限られる上，舗装道路
とブロックで囲まれているため，外部からの侵入
が困難であることがその理由と考えられる。その
一方で，障壁があるにもかかわらず，アカガネア
オゴミムシ，スジアオゴミムシ，アトワアオゴミ
ムシ&KODHQLXV�YLUJXOLIHUおよびオオオサムシ&DUDEXV�
GHKDDQLLは複数の隔離区で出現していた。このよう
な小さな生息地にも出現していることから，これら
は拡散力が大きい種と言うことができる。中でもオ
オオサムシは後翅が退化しているにも関わらず隔離
区に出現していた。同種は本調査で記録された種の
中では最も大型で，歩行による移動能力が高いこと
がうかがえる。
　一方で，森林隣接区は隔離区とは逆に種数，個体
数は多く，多様度が高かった（表 2）。ただ，最も
面積が大きい6W� 4 は種数，多様度は最大ではなく，
森林隣接区の中では面積の小さい6W� 6 においてそ
れらが最大だった。これは，調査地点の環境がそれ
ぞれ異なっていることや隣接地からの侵入のしやす
さなどが影響していると考えられる。

森林区は隔離区と比較すると種数，個体数は多く，
多様度も高かったが，森林隣接区とは種数，多様度
で大きな違いがなかった（表 2）。さらに，この調
査地点で採集された16種のうち，11種は隣接する
6W� 6 と共通しており，森林隣接区との共通性がみ
られた。+HOL|OD�HW�DO�（2001）は，森林伐採地の調
査から，森林エッジのゴミムシ集団は伐採地のそれ
と類似していたことを報告した。6W� 6 はスギ林と
接する部分が長く，エッジ部分が広いため，森林区
との類似性が高かったと考えられる。その一方で，
6W� 6 は森林区としての特性も見られた。ここでの
第 2優占種であるムナビロナガゴミムシは他の地点
では数個体しか出現していなかった。同種は，白山
麓の森林でも多く記録されている（平松，2000；平
松，2002；平松，2003；平松，2004）一方で，畑
地では記録がなかったこと（平松，2004）から，森
林生息地に適応した種と考えられる。また，森林区
以外の地点で優占種だったアカガネアオゴミムシ
は，同区では 1個体も記録されなかった。この種は
白山麓の森林の調査では記録されておらず（平松，
2002；平松，2003；平松，2004），草地及び畑地で

図２　亜科ごとの種類数

　表２　調査地点の概要と採集結果

地点 6W��1 6W��2 6W��3 6W��4 6W��5 6W��6 6W��7

区名 隔離区 森林隣接区 森林区

面積 160㎡ 480㎡ 390㎡ 2�200㎡ 1�250㎡ 680㎡ －

環境 芝地 植樹地 植樹地 草地 植樹地 草地 スギ林

地表植生 多い（シバ）
草本少ない
（蘚苔類多い）

草本少ない
（蘚苔類少ない）

多い 多い 多い 少ない

種数 4 7 8 15 18 22 16

個体数 8 26 22 183 142 295 61

+
 1�75� 2�25� 1�95� 2�70� 3�07� 3�45� 3�22�

優占種　１位 アカガネアオゴミムシ アカガネアオゴミムシ アカガネアオゴミムシ アカガネアオゴミムシ スジアオゴミムシ アカガネアオゴミムシ スジアオゴミムシ

　　　　２位 アトワアオゴミムシ スジアオゴミムシ オオオサムシ コゴモクムシ アカガネアオゴミムシ ケゴモクムシ ムナビロナガゴミムシ
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採集されている（平松，2004）ことから，開けた環
境に適応した種ということができる。
　ゴミムシ類は亜科ごとに類似した環境に出現する
傾向がある（平松，2004；+LUDPDWVX，2007；香川
ら，2008）。そこで，亜科ごとに種数をまとめたも
のを図 2に示した。それぞれの区ごとに亜科ごとの
種数は類似していた。隔離区は森林隣接区，森林区
に比べてナガゴミムシ亜科およびゴモクムシ亜科が
少なく，森林隣接区は隔離区および森林区に比べて
ゴモクムシ亜科が多く，6W� 4 および6W� 6 では優占
種 2位がゴモクムシ亜科の種だった。一方，アオゴ
ミムシ亜科の種数はどの区も大きく変わらず，全て
の区で優占種 1位を同亜科の種が占めていた。平松
（2004）は，畑地ではゴモクムシ亜科，草地ではア
オゴミムシ亜科，森林ではナガゴミムシ亜科の割合
が高かったことを環境ごとの生息地の調査から報告
している（平松，2004）。本調査における森林隣接
区は，草地環境ということができ，ゴモクムシ亜科
の種数の多さにつながったと考えられる。一方，隔
離区では，6W� 1 を除き草本がほとんどなかったこ
と，6W� 1 は芝地という特殊な環境であった。ゴモ

クムシ亜科の種は，植物の種子なども食べると言わ
れており，餌資源が制限されたことなどが，同亜科
の種が少なかった要因と考えられる。
　生息地とゴミムシ類の体サイズには関係があるこ
とがこれまでの研究で明らかになっている。+DOPH�
HW�DO�（1993）は，ゴミムシ類の体サイズが林の大
きさによって異なっていることを明らかにした。
$ODUXLNND�HW�DO�（2002）は，大型・中型種が農村の
森林に多く，都市林では少なかったことを明らかに
した。)XMLWD�HW�DO�（2008）は，森林の分断や森林面
積の減少によって森林性大型種が消失することを報
告した。5DLQLR（2003）らは，攪乱後は大型で移動
性の乏しい種が減少し，小型で飛翔力の高い普遍種
が増加すると述べている。しかし，本調査区では，
全ての体サイズにおいて，隔離区よりも森林隣接区
の方で種数が多くなる傾向にあった。これは，隔離
区の出現種数が森林隣接区に比べて少ないためと考
えられる。
　体サイズと同様，後翅の有無も環境と関連性があ
ることが報告されている。5DQWD�	�cV（1982）は，
長翅型ゴミムシが短翅型よりもオランダのポルダ
ーで群集化しやすいことを見出した。+DWWHODQG�HW�
DO�（2008）は，飛翔できる種ができない種よりも
島へより高い割合で移入していたことを明らかに
した。+LUDPDWVX（2007）は，河川敷での調査から，
洪水による攪乱を受けやすい水際の調査地点では長
翅型の種がほとんど記録されなかったことを報告し
た。本調査では，隔離区に比べ森林隣接区は長翅
型，無翅・短翅型とも増加しており，これら 2区の
間に違いは認められなかった。一方，森林区では森
林隣接区に比べて長翅型の種が少なく，無翅・短翅
型種が多かった。森林のように攪乱を受けにくい安
定した環境では，大きな移動を必要としないため，
無翅・短翅型の種が増加すると考えられる。

摘　　要

1 �．極小生息地におけるゴミムシ類の生息状況につ
いて明らかにするために，2013年夏から秋にかけ
て石川県白山自然保護センター敷地内の緑地にお
いてピットフォールトラップ法による調査を実施
し，737個体のゴミムシ類を採集した。
2 �．隔離区では種数，個体数が少なく，多様度+’
が小さかった。森林隣接区では種数，個体数は多
く，多様度+’が大きかった。
3 �．隔離区は隣接区，森林区に比べてナガゴミムシ

図３　体サイズごとの種類数

図４　翅型ごとの種類数
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亜科およびゴモクムシ亜科が少なく，森林隣接区
は隔離区および森林区に比べてゴモクムシ亜科が
多かった。
4 �．全ての体サイズで，隔離区よりも森林隣接区の
方が種数が多くなる傾向にあった。
5 �．隔離区に比べ森林隣接区は長翅型，無翅・短翅
型とも多かった。一方，森林隣接区よりも攪乱の
少ない森林区では長翅型の種が少なく，無翅・短
翅型種が多かった。
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